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研究ノート

民法の流れ図

 中　山　秀　登

はじめに

Ａ　編と編との関係

Ｂ　章と章との関係

Ｃ　節と節との関係

Ｄ　款と款との関係

Ｅ　条文と条文との関係

Ｆ　条文（本号，「代理」99条から，118条まで）

むすび

はじめに

民法の授業のときには，小さい六法全書をもってくるように，と何度

も言った。ある授業のさい，学生らに，六法全書をもってきたかを聞いて

みたら，100人ぐらいのうち，約半数だった。私は，意外に多いな，とい

う感想だった。小さいとはいえ，六法全書は，わりあい重いこともあり，
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もってくるように，という私も，やや気が引け気味である。というのは，

六法全書を読む，などということは，民法を教えている私でさえ，いまだ

におっくうだからだ。

そうはいってもやはり，民法の授業は，民法という法典なしでは，やっ

ていけない。事ほどさように，民法という法典を読む気がしない，という

のは，なぜだろう。私なりに，理由を考えてみた。

一つには，文語体であった。しかし，法律改正により，第一編ないし第

三編は，口語体に変えられたので，一つめの理由は，解消した。

二つには，個々の条文について，条文が短ければ，まだなんとか読める

だろう。しかし，条文が長いと，もうだめ，である。ただでさえ，堅苦し

い条文が，長いときたら，もう，読むのが耐えられなくなるのである。法

律は，むずかしい，として，六法全書は，放り出される運命にある。以上

について，私は，前掲の目次にあるＦで，解決するつもりである。

三つには，まあ，なんとか，個々の条文は読めた，としよう。しかし，

あの条文と，この条文と，その条文は，どこで，どう，つながっているの

か？という疑問が，湧き出てくる。ここで，読む人は，民法典に，ついて

いけなくなって，法律嫌いになる。つまり，条文と条文などの関係が分か

らないのである。以上を，私は，前掲の目次にあるＡないしＥで，解決す

るつもりである。

以上，民法典そのものを読むことの困難の解決の方法として，私が選ん

だのは，流れ図である。流れ図については，つぎの書物を参照した。すな

わち，寺田文行ほか編・高校数学解法辞典，1205頁以下「コンピュータ」

である。

流れ図を作成するにあたって，民法そのものの構成にしたがって，前掲

の目次のように，ランクづけをした。Ａは，もっとも大局的に見たばあい

の流れ図であり，最後のＦは，もっとも細部のばあい，すなわち個々の条

文の流れ図である。
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つぎに，記号の意味を述べよう。前掲書1206頁によれば，

　　　　　　　　は，「はじめ」と「おわり」を示す。

　　　　　　　　は，「計算式など処理の内容をかく。」

　　　　　　　　は，「判断の条件をかきこみ，それによって分岐する。」

ということである。

本稿では，

　　　　　　　　　のばあいに，YはYesすなわち，「はい」を表し，

　　　　　　　　　NはNoすなわち，「いいえ」を表す。

数字だけ書いてあるばあいは，条文を表し，項は① ②などと表す。

注は，⑴ ⑵・・・などとして表す。

個々の表題のなかで，A，B，C，D，E，Fと書いてあるときは，前掲の

目次の意味を表す。

注のなかで，図をもちいて説明する。以下のように，図の意味を決める。

権利・義務の主体は，人であり，人の頭，ヘルメットは，丸いので，丸で

表す。すなわち

権利・義務の主体＝

人＝

権利・義務の主体である，人を丸で表すのにたいし，権利・義務の客体は，
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何かあることであり，四角形で表す。すなわち，

権利・義務の客体＝

人が，何かある権利を持っている，あるいは義務を負っているというばあ

い，人と権利・義務の客体は，線で結ばれている，と考える。そこで，つ

ぎのように表す。

　　は，権利があることを表す。たとえば，債権。

　　 は，所有権があることを表す。所有権は，たとえて言えば，

太い綱である。

　　 制限物権の設定は，所有権の太い綱から，一本の糸を取り出

すことを表す。左図で，点線は，所有権から制限物権が取り

出されている状態を表す。

　　は，占有権があることを表す。

　　は，義務があることを表す。たとえば，債務。

　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。

登記
　　は，不動産の物権の変動の対抗要件を表す。
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引渡
　　は，動産の物権の譲渡の対抗要件を表す。

参考までに，対抗要件を で表したのは，つぎのイメージによる。

中世ヨーロッパの騎士が，片手にもっていた盾のイメージである。相

手からの，攻撃を防ぐ盾の形は，おおよそ逆三角形であった。そこで，逆

三角形の形で，対抗要件を表す。もう一つ，他の例を挙げる。パソコン

のゲームにあるピンボールのなかで，上から落ちてくる球を跳ね返す，ク

リッパーという逆三角形の道具がある。相手方の意思表示が球の動き，と

すれば，球を跳ね返すのが，クリッパー，である。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第99条　Ｆ

⑴ 　本人をＡ，代理人をＢ，相手方をＣとする。Ｃが自己の所有物を売る

と意思表示し，ＢがＡのために買うという意思表示をしたときは，Ａが，

物の所有権を取得する。

代理行為の要件および効果

⑴ 

① 

② 

　代理人が，その権限内において，本人の
ためにすることを示してした意思表示は，
本人にたいして直接に，その効力を生ずる。

　前項の規定は，第三者が，代理人にた
いしてした意思表示について，準用する。

Ｃ

「売る」 

相手方 

「Ａのために買う」

ＢＡ Ａ

Ｃ

代理人本人
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第100条　Ｆ

⑴ 　相手方Ｃが，自己の所有物を，売るという意思表示をし，代理人Ｂが，

本人Ａのためにすることを示さないで，買うという意思表示をしたとき

は，Ｂが，物の所有権を取得する。

本人のためにすることを示さない意思表示

本人にたいして，直接に，その効力を生ずる。

Ｙ 

Ｎ 
ただし書 

⑴ 

本文 　代理人が本人のためにすることを示さな
いでした意思表示は，自己のためにしたも
のとみなす。

相手方が，代理人が
本人のためにすることを知り，または

知ることができたか

Ｃ

「売る」 

相手方

「買う」

ＢＡ Ｂ

Ｃ

代理人本人
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第101条　Ｆ

代理行為の瑕疵

①

②

　意思表示の効力が，意思の不存在，詐欺，
強迫または，ある事情を知っていたこと，も
しくは知らなかったことにつき過失があった
ことによって影響を受けるべき場合には，そ
の事実の有無は，代理人について決するもの
とする。

　特定の法律行為をすることを委託された場
合において，代理人が，本人の指図にしたがっ
て，その行為をしたときは，本人は，自ら知っ
ていた事情について，代理人が知らなかった
ことを主張することができない。本人が過失
によって知らなかった事情についても，同様
とする。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第102条　Ｆ

代理人の行為能力

代理人は，行為能力者であることを要しない。  
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第103条　Ｆ

権限の定めのない代理人の権限

　権限の定めのない代理人は，つぎに掲
げる行為のみをする権限を有する。
一　保存行為
二　代理の目的である物または権利の性

質を変えない範囲内において，その
利用または改良を目的とする行為
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第104条　Ｆ

任意代理人による復代理人の選任

Ｙ

Ｎ
委任による代理人は，

本人の許諾を得たとき，または，
やむを得ない事由があるときか

復代理人を選任する
ことができる。

復代理人を選任する
ことができない。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第105条　Ｆ

復代理人を選任した代理人の責任 

①

②
本文

ただし書

Ｎ

Ｙ

　代理人は，前条の規定により復代理人を選任したとき
は，その選任および監督について，本人にたいして，そ
の責任を負う。

　代理人は，本人の指名に従って復代理人を選任したと
きは，前項の責任を負わない。

その代理人が，
復代理人が不適任または不誠実で

あることを知りながら，その旨を本人に通知し，または
復代理人を解任することを怠ったか

代理人は，前項の責任を負う
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第106条　Ｆ

法定代理人による復代理人の選任

Ｙ 

Ｎ 復代理人の選任の
ばあいにおいて，やむを得ない事由が

あるか

　法定代理人は，自己の責任で復代理人
を選任することができる。

　法定代理人は，復代理人の選任およ
び監督についてだけ，本人にたいして，
その責任を負う。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第107条　Ｆ

復代理人の権限等

　復代理人は，その権限内の行為について，
本人を代表する。

　復代理人は，本人および第三者にたいして，
代理人と同一の権利を有し，義務を負う。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第108条　Ｆ

自己契約および双方代理

本文 ⑴
⑵

N

ただし書

Ｙ

　同一の法律行為については，相手方の代理人となり，
または当事者双方の代理人となることはできない。

債務の履行および
本人が，あらかじめ許諾した行為についてか

　同一の法律行為については，相手方の代理人となり，
または当事者双方の代理人となることができる。
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⑴ 　本人をＡとし，Ａの代理人をＢとする。Ａの所有物を，代理人Ｂが売

るという意思表示をし，相手方をＢとして，Ｂが買うという意思表示を

する。以上のような契約が自己契約である。本条によって，自己契約は

原則として禁止される。

Ａ Ｂ

自己契約を
認めると

Ｂが自分のために，Ａの所有物を不当に
安く買い，Ａの利益が害されるおそれがある。
したがって，自己契約は原則として，禁止される。

「買う」

相手方

「Ａの所有物を売る」

本人 Ａの代理人

Ｂ

Ａ

B
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⑵ 　本人Ａの代理人がＢであり，相手方Ｃの代理人がＢであるばあいが，

双方代理である。本条によって，双方代理は，原則として，禁止される。

Ａ Ｂ

双方代理を
認めると

Ｂが，Ａの所有物を不当に高く売ると，Ｃの利益が害される。
Ｂが，Ａの所有物を不当に安く売ると，Ａの利益が害される。
したがって，原則として，双方代理は，禁止される。

「買う」

Ｃの代理人

「Ａの所有物を売る」

本人 Ａの代理人

Ｂ

相手方

Ｃ

Ａ

Ｃ
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第 1編　総則

第 2章　法律行為

第 3節　代理

第109条　Ｆ

代理権授与の表示による表見代理

本文

Y

N

⑵

⑴

ただし書き

　第三者にたいして，他人に代理権を与えた
旨を表示した者は，その代理権の範囲内にお
いて，その他人が第三者との間でした行為に
ついて，その責任を負う。

　第三者にたいして，他人に代理権を理与え
た旨を表示した者は，その代理権の範囲内に
おいて，その他人が第三者との間でした行為
について，その責任を負わない。

第三者が，
その他人が代理権を与えられて

いないことを知り，または過失によって
知らなかったか
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⑴ 　本人Ａ，他人Ｂ，第三者Ｃとする。Ａが，Ｃにたいして，Ｂに代理権

を与えた旨を表示したとき。しかし，実際は，Ａは，Ｂに代理権を与え

ていなかった。すなわち，Ｂは表見代理人であったばあい。

Ｃ Ｃ

Ａは責任を負う。したがって，
Ｃは所有権を取得する。

「買う」

「Ａの所有物を売る」

第三者

Ｂ

他人
（表見代理人）

Ｂ

本人

Ａ

Ｃ

Ａ

「Ｂに代理権を
 与えた」
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⑵ 　Ａが，Ｃにたいして，Ｂに代理権を与えた旨を表示した。しかし，実

際は，Ａは，Ｂに代理権を与えていなかった。そのとき，Ｃが，Ｂが代

理権を与えられていないことを知り，または過失によって知らなかった

ばあい。

Ｃ Ｃ

Ａは責任を負わない。したがって，
Ａは，依然として所有権をもつ。

「買う」

「Ａの所有物を売る」

「Ｂに代理権を
 与えた」

第三者 悪意または善意・過失

Ｂ

他人
（表見代理人）

Ｂ

本人

Ａ

Ｃ

Ａ
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第110条　Ｆ

権限外の行為の表見代理

Ｎ

Ｙ

　代理人が，その権限外の 
　行為をした場合において

第三者が
代理人の権限があると信ずべき

正当な理由があるか

　本人は，代理人が第三者と
のあいだでした行為につい
て，その責任を負う。

⑴

　本人は，代理人が第三者と
のあいだでした行為につい
て，その責任を負わない。
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⑴ 　たとえば，本人Ａが，代理人Ｂにたいして，Ａの所有地を，賃貸する

権限を与えていた。にもかかわらず，Ｂが，Ａの所有地を，第三者Ｃに

売ってしまったばあい。

Ｃ Ｃ

「買う」

「Ａの土地を
売る」

売買契約

第三者

Ｂ

「はい」代理人

ＢＡ

Ａ

Ｃ

本人「代理人として，
土地を賃貸して」

Ａは，ＢがＣと行った売買契約に
ついて責任を負う。したがって，
Ｃは土地の所有権を取得する。

Ｃには，Ｂに代理権
があると信じるの
が，もっともな理
由があった
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第111条　Ｆ

代理権の消滅事由

①

② 

Ｙ

委任による代理権か
Ｎ

代理権は，つぎに掲げる事由によって消滅する。
一　本人の死亡
二　代理人の死亡または代理人が破産手続開
始の決定もしくは後見開始の審判を受け
たこと。

　前項各号に掲げる事由のほか，委任の終
了によって消滅する。
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第112条　Ｆ

代理権消滅後の表見代理

本文

ただし書 

Ｙ

第三者が，
過失によって，その事実を知らなかったか

Ｎ

⑴

　代理権の消滅は，善意の第三者に対抗す
ることができない。

　代理権の消滅は，善意の第三者に対抗す
ることができる。
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⑴ 　代理人Ｂは，かつて，本人Ａの所有物を売る代理権を，もっていた。

しかし，Ｂは、代理権が消滅した後に，依然としてＡの「代理人」と

して振る舞って，すなわち，表見代理人として，第三者Ｃに，Ａの所有

物を売ってしまった。この場合，Ｃは，Ｂに代理権がないことを知らな

かったという善意，かつ，知らなかったことについて無過失であったこ

とを，対抗要件とする，つまり，盾にとることができる。ということは，

つまり，Ｃは，Ａからの「Ｂの代理権の消滅」という主張を，はね返す

ことができる。結果として，Ｃは物の所有権を取得する。

第三者

Ａ

Ａ
C

「 B の代理権の消滅 」

善意かつ
無過失

Ｃ

Ｂ

「買う」

「Ａの所有物を
売る」

代理権消滅後の
表見代理人

本人



196

流経法学　第 9 巻 第 2 号

第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第113条　Ｆ

無権代理

①

本文

ただし書

② 

相手方が，
追認または追認の拒絶の事実を

知ったか

Ｎ

　代理権を有しない者が，他人の代理人
としてした契約は，本人が，その追認を
しなければ，本人にたいして，その効力
を生じない。

　追認または，その拒絶は，相手方に
たいしてしなければ，その相手方に対
抗することができない。

　本人は，追認または，その拒絶を，相手
方にたいしてしなくても，その相手方に対
抗することができる。

Ｙ



民法の流れ図

197

第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 2節　代理

第114条　Ｆ

無権代理の相手方の催告権

Ｙ

Ｙ

一文

二文

　前条の場合において，相手方は，本人に
たいし，相当の期間を定めて，その期間内
に追認をするかどうかを確答すべき旨の催
告をすることができる。

Ｎ

Ｎ この場合において，
本人が，その期間内に確答をするか

確答は追認か

　契約は，本人にたいし
て，その効力を生じる。

　契約は，本人にたいし
て，その効力を生じない。

追認の拒絶追認を拒絶した
ものとみなす
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第115条　Ｆ

無権代理の相手方の取消権

本文

⑴

⑵

ただし書 契約の時に
おいて代理権を有しないことを，相手方が

知っていたか

Ｎ

　代理権を有しない者がした契約は，本
人が追認をしない間は，相手方が取り消
すことができる。

　代理権を有しない者がした契約は，本人
が追認をしない間であっても，相手方は取
り消すことができない。

Ｙ
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⑴　本人Ａ，無権代理人Ｂ，相手方Ｃとする。

Ｃ Ｃ

「買う」 権利

義務

無権代理人本人

Ａが追認を
しない間

「Ａの所有物
を売る」

Ｂに代理権がない
ことについて善意

取消

Ｂ Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｃが
取消し
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⑵　本人Ａ，無権代理人Ｂ，相手方Ｃとする。

Ｃ Ｃ

「買う」 義務

権利

無権代理人本人 以下，民法 113 条

Ａが追認拒絶
をすると

「Ａの所有物
を売る」

Ｂに代理権がない
ことについて悪意

追認または追認拒絶

Ｂ Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ



民法の流れ図

201

第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第116条　Ｆ

無権代理行為の追認

⑴

　追認は，別段の意思表示がないとき
は，契約の時にさかのぼって，その効
力を生ずる。ただし，第三者の権利を
害することはできない。 
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⑴ 　安永正昭・民法Ⅰ―総則［第 3 版補訂］181頁の例すなわち以下を参

照。「Ａ所有の家屋が無権代理人ＢによりＣに譲渡され登記が移転（対

抗要件具備）されたあと，Ａ本人がこれを第三者Ｄに賃貸しこれを引渡

し（対抗要件具備），その後，　Ａにより無権代理が追認された場合など

がこの但書にあたる。Ｃは遡及効を主張してＤの賃借権を否定すること

ができない。」以上の例を，図にすると，つぎのようになる。

Ｃ Ｃ

「買う」

無権代理人

「家屋を
引渡せ」

　賃借人
＝第三者

賃貸人

本人

第三者

「Ａの家屋
を売る」

Ｂ ＡＡ

ＡがＤに
賃貸

用益

Ａ

Ｄ

債権

債務

Ｃ

用益

Ａ

Ｄ 引渡

登記

引渡

ＡがＢの無権代理
行為を追認すると，
家屋の所有権は
ＡからＣへ移転。
（民法 116 条本文）

Ｃは，第三者Ｄの
賃借権を害するこ
とはできない。
（民法 116 条ただし書き）

（借地借家法
31 条 1 項）

Ａにたいして，契約の効力を生じない。
Ａは家屋の所有権をもつ。（民法 113 条 1 項）

追認または追認拒絶
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第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第117条　Ｆ

無権代理人の責任

前項の規定を適用しない。

①

②
Ｎ

Ｙ

　他人の代理人として契約をした者は，自己の代理権を
証明することができず，かつ，本人の追認を得ることが
できなかったときは，相手方の選択に従い，相手方にた
いして，履行または損害賠償の責任を負う。

他人の代理人として契約を
した者が，代理権を有しないことを，相手方が

知っていたか，もしくは過失によって知らなかったか，
または他人の代理人として契約をした者が

行為能力を有しなかったか



204

流経法学　第 9 巻 第 2 号

第 1編　総則

第 5章　法律行為

第 3節　代理

第118条　Ｆ

単独行為の無権代理

　単独行為については，その行為の時において，相
手方が，代理人と称する者が代理権を有しないで行
為をすることに同意し，または，その代理権を争わ
なかったときに限り，第 113 条から前条までの規定
を準用する。代理権を有しない者にたいし，その同
意を得て単独行為をしたときも，同様とする。

⑴
⑵
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⑴ 　本人Ａが，書店Ｃから，本を買う契約をした。Ｃは，Ａにたいし，本

の引渡しという給付の債務を負う。Ａは，Ｃにたいし，本の引渡しとい

う給付の債権をもつ。その後，無権代理人Ｂが，Ｃにたいし，「Ａ・Ｃ

間の契約を解除する」と意思表示をした。以上のばあい，Ａは，民法

113条により，Ａ・Ｃ間の契約解除の追認権または追認拒絶権を，Ｃに

たいしてもつ。Ａが，契約解除について追認拒絶をしたときは，Ａは，

依然として，Ｃにたいし，本の引渡しの債権をもつ。

民法 113 条による

Ｃ

Ａ・Ｃ間の契約解除の
追認または追認拒絶

Ａ

本の引渡し

Ａ

Ｃ

Ａが追認拒絶
したとき

買主（本人）

売主

債務

給付

債権

Ａの無権代理人

Ｃ

Ａ

Ｃ

本の引渡し

Ｂ

「Ａ・Ｃ間の契約
を解除する」
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⑵ 　本人Ａ（書店）が，Ｃにたいし，本を売る契約をした。Ａは，Ｃにた

いし，本の引渡しという給付の債務を負う。Ｃは，Ａにたいし，本の引

渡しという給付の債権をもつ。その後，Ｃが，Ａの無権代理人Ｂにた

いし，「Ａ・Ｃ間の契約を解除する」と意思表示をした。以上のばあい，

民法113条により，Ａは，Ａ・Ｃ間の契約の解除の追認権または追認拒

絶権を，Ｃにたいしてもつ。Ａが，契約の解除について，追認拒絶をし

たときは，Ａは，依然として，Ｃにたいし，本の引渡しの債務を負う。

民法 113 条による

Ｃ

Ａ・Ｃ間の契約の解除
の追認または追認拒絶

Ａ

本の引渡し

Ａ

Ｃ

Ａが追認拒絶
したとき

売主（本人）

買主

Ａの無権代理人

Ｃ

Ａ

Ｃ

本の引渡し

Ｂ

「Ａ・Ｃ間の契約
を解除する」


